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研究開発成果等の概要 

 

実績（１）に示すように，全ての目標値を達成することができた。一般市民の授業参加者，不

登校傾向の児童生徒の参加者，そして東広島市以外の児童生徒の参加者が増加したことは，社会

的受容度の広がりと事業の広域展開をあらわす成果である。 

実績（２）に示すように，計 20 回の実証授業を実施できた。東広島市内の学校を結びつつ，

さらに北海道や鹿児島の学校や外国とつないで遠隔の合同授業を実施できた。民間事業者（広島

国際空港株式会社）と連携した授業が実施できたのは，将来の事業化につながる成果である。 

実績（３）に示すように，公共的対話の意義を実感したという子どもの声を伝える報道があっ

た。本取組が，先生方にとって新しい授業を学ぶ研修の場になっていること，また教員志望学生

にとってもインターンシップの場になっていることが確認できた。これらは，人材育成の進展を

あらわす成果である。 

実績（４）に示すように，不登校児童生徒を対象にした授業配信（チャンネル２）を開始し，

多様な学習者の包摂が進んだ，また離れた教室の対話を自動要約・分析する AI 学習支援システ

ムと，遠隔授業への参加希望校どうしの連携を容易にするマッチングアプリが完成するなど技術

的な進展が進んだ。 

実績（５）に示すように，2025年度の実証授業の計画が策定できた。東広島市以外の自治体を

ホスト校とする「全国自立拠点型 DCC」授業や，（資料には掲載していないが）他の SIPチームの

研究開発の成果と ELSI の課題を取り上げた高校生向け授業を開発するなど，カリキュラム開発

と課題間連携が進展する予定である。 
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